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　生物多様性とは「生きものの個性と自然とのつ
ながりの豊かさ」のことです。
　生命の誕生以来、生きものは数十億年の歴史を
経てさまざまな環境に適応して進化し、今日、地
球上にはさまざまな個性を
持つ生きものが存在してい
ます。これらの生きものは
自然環境の中でつながり合
い、森林、湿原、河川な
ど、さまざまな生態系を形
成しています。

　私たちの生活は、生物多様性がもたらす自然の
恵みによって支えられています。森は二酸化炭素
を吸収し、酸素を作り、災害から人間を守ってく
れています。また、食べ
物など、生活に欠かすこ
とのできないものの多く
は生物多様性がもたらす
自然の恵みです。

　生物多様性の損失は現在も進行しています。昨
年10月に中国の昆

こん

明
めい

市で開催された、生物多様性
に関する国際会議においても言及されましたが、
開発や乱獲、外来種の侵入、気候
変動などにより、生物多様性は今
も危機にさらされています。

　生物多様性を守るために、私たち一人ひとりに
もできることがあります。生きものを観察し、生
物多様性について学ぶなど、身近なところから、生
物多様性を守る取り組みを始めてみましょう。
■生物多様性について知ろう
　本市では、生物多様性についての
情報を発信するT

ツ イ ッ タ ー

witterアカウントを
開設しています。ぜひご覧ください。
▼アカウント　＠u_biodiversity
■私たちにできることを考えよう
▼自然のものをむやみに取ったり、傷つけたりし
ない。
▼ペットは最後まで責任をもって飼う。

生物多様性とは

私たちの生活と生物多様性

生物多様性の危機

生物多様性を守るために

　本市では、生きものを守り、生きものから多く
の恵みを享受できる自然共生社会「人と生きもの
が　育みあうまち　うつのみや」を目指しています。
　生物多様性の大切さを知り、できることから生
物多様性を守る取り組みを始めてみましょう。

問環境保全課☎(632)2405

▲ 「宇都宮市生物
多様性」Twitter

知らないと危ないかも　あなたの周りの外来種
　外来種とは、外国や日本国内の別の地域
から人間によって持ち込まれた生きものを
指します。外来種の中には、私たちの暮ら
しに欠かせない生きものもたくさんいる一
方で、地域の生態系や農作物に被害を与え
たり、人間に直接危害を加えたりする生き
ものもいます。
　特に被害を及ぼす恐れのある生きものは、
外来生物法（※）によって「特定外来生物」に
指定されています。
※特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律。

Q この中で、「特定外来生物」に指定され
ている生きものはどれでしょう。

　すべて「特定外来生物」です。私たち
の周りの生きものも、実は生態系に被害
を及ぼしているかもしれません。他にど
のような生きものが指定されているのか、
環境省 URL1などで確認してみましょう。

A

▼「特定外来生物」で規制されること

▲出典　環境省


